
























































































4∞ 階扱記号 m出 R，maxRI 
⑨ A級⑩ 250< 110> 
25⑨ B級. 2∞> 90< 
長崎
57.7 C級. 150< 70< 

























































































































































































































































G 50 10 150 
max Rl (1時間最大雨量)(mm)
170 
図-2 過去の顕著な豪雨の比較(林， 1988)') 
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特性の一つである(図-2参照)。図-2は，縦座標に 3時間最大雨量，横座
軸に 1時間最大雨量をとり，降雨の集中度を示したものである 2)0 Aクラスの
豪雨はいずれも九州地方で記録されている。特に長崎県がAクラス 4件のう






























図-3 自然災害による死者・行方不明者の原因別状況推移(国土庁， 1991)1) 
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7章現代の災害の特徴一土砂災害
表-1 土砂災害の発生件数地域別分布 (1982-1986) (国土斤， 1991) 
九州 四国 中国 近畿 東海 中部 関東 北陸 北海道
昭和57年(件) 749 55 97 123 266 30 217 21 3 
昭和58年(件) 144 32 1134 55 15 62 31 44 5 
昭和59年(件) 109 9 4 14 8 14 12 23 1 
昭和60年(件) 347 25 233 43 17 32 36 86 4 
昭和61年(件) 201 10 54 65 12 6 106 39 1 
計(件) 1550 134 1522 300 318 144 402 213 24 








































































































































1 )国土庁:平成 3年度防災白書. 1991. 
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5 )棚橋:豪雨時斜面災害を中心とする複合災害，向上. pp. 75ー 78. 1991. 
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